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	■ 大会一日目（１０月１０日（土））１５：５０～１８：２０
	危機的状況によって問われる授業と学力

	■ 大会一日目（１０月１０日（土））９：１０～１１：２５
	〇課題研究Ⅰ 子どもの当事者性から学びと育ちを問う
	〇課題研究Ⅱ 授業のオンライン化は子どもの学びをどう変えるのか

	■ 大会二日目（１０月１１日（日））１３：００～１５：１５
	〇課題研究Ⅲ 小規模校から「共に学ぶ」ことの意味を問い直す
	〇課題研究Ⅳ 教育方法学の教育方法学を、 教育方法学者としてどのように考え、実践するか


